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表①〔地区望1])

震
の
紫
え
に
、
委
長
す
進
撃
関
心
、
霊
な
ど
を
お
聞
き
し
て
、
義
的
茶
室
十
会
科
と
す
る

十
一
的
経
っ
た
重
減
襲
警
幾
多
ま
と
ま

η
ま
し
た
悶
八
月
に
行
わ
れ
た
ニ
の
組
問
室
、
布
市
内
を
議
慌
一
に

品
耳
目
円
鯵
鵬
首
都
交
緩
か
ら
録
作
為
に
総
山
闘
し
た
興
会
一
干
名
に
、
郵
送
方
式
に
よ

ηお
糊
同
寺
し
た
も
の
で
、
返

絞
殺
地
概
二
議
委
¥
袋
内
的
側
、
シ
必
然
へ
の
幾
濃
い
な
ど
市
慾
殺
に
わ
た
る
一
一
十
一
震
に
つ
い

て
お
替
え
い
た
だ
き
ま
し
ぺ
鈎
級
裁
は
、
…
…
干
名
中
八
一
鴎
穴
ム
T
七
滋
明
、
開
問
十
…
一
…
ふ
%
、
総
間
協
約
で
は
総
孫
子
北

線
問
一
と
続
本
線
開
胞
が
間
同
十
八
・
七
%
で
鍛
も
宙
開
く
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
欄
間
資
綾
田
棋
の
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
中
央
勢
際
大
学
の
ご
鍛
カ
を
い
た
だ
事
ま
し
た
。

一市民意識課査結果まとまる一

一
あ
な
た
は
我
義
子
市
に
司
自
分
の
ま
ち

1
L
…

-
し
て
の
愛
着
を
感
じ
て
い
ま
す
か
。

部
朝
木
、
布
佐
地
区
に
古
向
い
「
愛
量
一
端
度
」

愛
着
度
に
つ
い
て
は
も
-
感
じ
て
い

る
L
と
答
え
た
人
が
花
・
2
%
あ
り
、

か
な
り
の
高
部
長
訴
し
ま
し
h
z

〔
地
区
別
〕

新
本
‘
布
伶
地
球
が
そ
れ
ぞ
れ
印
刷
Z

5
%
、
附
・
8
%
と
事
的
を
は
る
か
に

み
閲
り
ま
し
れ
f
%

よ
れ
は
、
獄
絵
欲
的

し
て
い

I
t
e

門崎山削円〕
閣
内
怜
が
舶
・
7
%
毅努』
V
J
魁
じ
て
い

る
と
答
え
ξ
い
る
の
い
い
対
し
、
女
殺
は

問
あ
な
た
の
浴
後
ま
い
の
総
竣
で
は

ピ
ん
な
公
獲
が
あ
り
ま
す
和
三

向
同
動
車
‘
輔
略
議
な
ど
の
総
務
、
制
綴
齢
抑
制
u
ト
ッ
ブ

知
山
2
8
%
と
一
紙
い
察
予
北
京
…
甲
し
ま
し
れ
汁

〔
年
代
総
〕

時
代
を
淡
に
し
て
苧
代
が
よ
に
な
る

ほ
ど
愛
着
疫
が
姦
ま
っ
て
い
ま
す
。
問
問

題
古
川
は
お
代
の
4
分
の
ー
が
愛
着
度
を

持
っ
て
い
な
い
ニ
と
で
す
e

ま
た
却
代

が
示
し
て
い
る
苦
手
の
低
率
と
、
こ
れ

か
ら
ど
、
っ
変
動
し
て
命
〈
か
と
い
一
ヲ
こ

と
に
も
線
開
削
が
あ
り
ま
一
す
。
(
後
②
)

〔
銭
感
雌
雄
総
〕

我
孫
子
市
に
後
〈
後
約
ぱ
仲
は
じ
は
り
と

繁
務
総
が
綴
〈
な
る
蛸
剛
山
内
在
府
し
て
い

ま
す
。
酬
明
紛
れ
部
以
降
に
総
数
千
に
仲
間
門
地
伎
制
刷
〕

ん
だ
人
は
、
液
成
射
線
が
総
〈
h
w
叩
て
い
帆
刊
に
総
本
城
鋭
的
月
刊
e
芝
山
河
じ
あ
た

る
も
の
の
弔
な
お
m
w
%
は
ど
が
常
務
山
知
る
人
た
ち
が
「
公
漆
は
な
い
し
と
務
A

b
お
っ
て
い
る
ニ
と
は
注
隠
す
べ
き
こ
て
い
ゐ
め
に
い
脱
し
て
、
品
開
ぷ
予
判
定
約

と

で

す

硲

M

止

で

は

、

わ

ず

か

げ

・

9

M

m

に

す

容

な

〔

他

常

的

紋

況

}

い

と

い

う

よ

う

に

地

域

差

が

山

山

て

い

ま

給
市
お
・
7
%
、
厚
木
市
的
・
4
%
す
m

平
均
ニ
と
は
、
別
問
え
ば
、
ぷ
凶
動

と
か
な
り
高
い
愛
若
度
を
一
市
し
て
い
て
‘
車
、
電
車
な
と
の
繰
輩
、
駅
間
品
開
L
に
つ

首
都
的
閣
を
構
成
す
る
衛
星
都
市
の
あ
り
い
て
は
、
技
孫
チ
た
地
玄
に
築
中
L
て

主
と
し
て
、
等
し
く
高
い
評
価
が
お
す
え
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
り
ま
す
よ
衰
弱
)

ら
れ
て
い
ま
す
g

〔
年
代
劉
〕

3Ll 
JU  

地
区
に
よ
っ
て
パ
ラ
つ
き
が

〔

地

区

別

〕

と

託

子

総

事

て

す

お

潟

止

、

新

党
必
ず
北
地
区
…
内
叫
・
4
%
、
死
三
本
山
地
区
一
川
町
仏
村
山
w
w
川
川
町
人
が

z
r
打
け
ん
を

ム
ロ
地
区
内
引
・
o
%
が
寸
で
に
行
け
ん
僚
出
出
す
る
つ
も
つ
は
な
い
」
と
山
聞
い
作
し

を
慌
刑
し
て
い
る
町
に
佼
し
、
手
町
内
部
て
い
る
の
も
正

g
に
は
闘
し
ま
す
弓

に
近
い
我
孫
千
南
地
区
お
よ
び
尚
北
地
〔
年
代
淡
〕

反
が
そ
れ
ぞ
れ
四
‘
0
ん
旬
、
出
・
0
%
終
に
初
代
が
「
十
打
け
ん
仙
江
市
一
に
消

開

問

答

シ

公

務

同

妙

心

情

い

そ

の

他

近

隣

経

脅

家

藤

飼

育

の

懇

泉

大

気

汚

染

ゴ

ミ

の

敏

弘

一

悪

臭

絵

盆

沈

下

両
陣
島
革
、
電
車
な
ど
の
騒
音
指
勧

工
場
な
ど
の
翁
沓
、
援
動

河

川

的

汚

濁

却
代
と
い
う
務
年
陥
明
日
い
い
〈
ょ
ん
敏

綾
な
佼
絡
が
み
ら
れ
、
な
か
で
も
「
河

川
川
め
湾
総
ん
や
ぷ
闘
齢
制
勝
的
総
和
側
、
附
間

門
職
轍
刷
刷
〕

な
ん
と
い
J

て
も
、
主
同
明
い
い
刻
版
際
的

な
反
応
が
み
ら
え
る
の
は
、
ム
サ
後
い
い
刑
制
同
げ

が
持
て
ま
句
4
h

し
か
し
、
従
漁
業
従
芥
詩
的
行
け
2ん

間
あ
・
獄
た
は
毅
夜
ピ
ん
な
ス
ポ

i
ツ
令
し
て
い
ま
す
か
。

伊
ス
ポ
ー
ツ
を
し
な
い
入
。
が
お
%
も

①
ゴ
ル
フ

M
・
6
%

。ゲI
E串
3
ル

l
E
S

③
体
操
・
牟
わ
と
び
H
M
・
9
③
バ

U
Iポ
ー
ル
0
・
9

③
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
マ
ラ
ソ
ン
9
・

3

③
軒
遂
0
・
9

④
野
球
・
ソ
フ
ト
ポ

i
ル
9
2
2
@
骨
，
ツ
カ

i
・
ラ
グ
ビ
ー
0
・
7

@一
T
ニ

ス

9

‘

1

③

オ

リ

エ

ン

テ

I
リ
ン
グ
0
・
5

⑥
え
キ
1
・
ス
ケ
1
a
F
7
・
8
ぬ
義
滋
0
・
5

③

水

泳

7

'

4

③

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

0

・

3

ゆ

ポ

ー

リ

ン

グ

5

5

ゆ

線

機

0

・

1

ゆ
ハ
イ
・
中
ン
グ
・
撒
脱
出
5
・

3

・
そ
の
品
開
4
・
4

鐙

サ

イ

ク

リ

ン

グ

?

1

0

ス

ポ

;

与

し

て

い

な

い

お

・

6

ωバ
ド
ミ
ン
ト
ン
4
e
O
0
・
附
制
緩
ナ
シ
リ
リ
9

⑩
卓
球

4

・00

ωフ
ィ

iHW
ド

ア

ス

レ

チ

ッ

ク

1

・

6

A

V

A

'

〔

妓

刷

制

)

後

が

お

て

い

ま

す

。

な

お

、

友

怜

的

判

閣
内
排
出
は
吋
野
球
虐
ソ
フ
ト
ボ
i
ん
¥
・
6
%
が
ス
ポ
ー
ツ
脅
し
て
い
な
い
と

:
3
u
h
7
L
ぃ
庁
、
女
柊
は
「
ベ
ド
ミ
ン
い
ー
の
は
、
今
後
に
謀
総
長
残
し
て
い

室
、
ン
」
が
口
国
立
ち
、
明
ら
か
に
曲
川
女
め
ま
す
思

195 

一
一
一
一
蹴
へ
続
〈
)



(2) 
J::. 

ノ

匂

「

広

報

」

が

m・
6
%で
ト

ッ

プ

M

続

い

て

新

鴎

の

げ

・

8
%

lりぷl

17.8 

5.9 

7.4 

i 広報あびこ

関

回覧文書

自治会などの
集.η で

新

知人を通じて

ヲ~

、回目

一

間

あ

な

た

は

、

市

・

内

の

宅

地

開

発

や

一

工

場

進

出

に

つ

い

て

ど

う

忍

い

ま

す

か

。

環

境

と

の

調

和

が

図

れ

る

な

ら

あ

る

程

度

開

発

し

て

よ

い

ω
%

.ノナ宜問団

びあ

これ以上開発を行うべきでない

都市発展田原動力となるので開発Lてよい

自然環境及び生活環境との調和
が図れるならある程度開発してよい

58.9 

";'，に-;-;'，~ 
1J"'I'J 

そ の他

開発を

行うべきでない

百方予言

門

地

区

別

〕

〔

住

居

別

〕

あ
ま
り
地
域
差
は
あ
ら
わ
れ
て
い
な
住
居
に
よ
る
差
異
も
あ
ま
り
見
ら
れ

い
が
、
我
孫
子
北
地
区
で
寸
広
報
あ
び
な
い
が
、
持
家
集
合
住
宅
組
で
は
「
回

こ
」
と
す
る
人
の
車
が
、
四
%
と
高
く
、
覧
文
書
」
の
市
中
が
極
的
て
低
く
日
・
3

我
孫
子
南
地
区
で
「
回
覧
文
書
L

と
す
%
、
ま
た
、
借
家
集
合
住
宅
組
で
は
、

る
の
が
珂
・
6
%
と
他
の
地
反
よ
り
も
「
広
報
あ
U
，
ど
と
す
る
人
向
車
が
一

高
い
の
が
目
立
ち
ま
す
。
番
高
く
、
「
市
に
直
接
聞
聞
い
て
」
と
す

る
人
向
車
も
一
番
で
す
。

¥ 持京11T1 借家庶野)( 戸建) (-戸墨)

広報品ぴこ 田076 88.7 91.1 93.4 

軒 開 16.4 26.4 18.8 22.6 

回覧文書 3d.4 11.3 29.2 26.2 

知人を通じて 5.6 3.8 8.3 7.8 

自i拾をEのお守で 8.0 9.1 0.0 7.0 

市仁直接舟いて 0.6 0.0 0.0 1.1 

その閣 2.3 1.9 4.2 0.9 

回答ナン 9.5 7.5 6.3 ι3 

9.1 回答ナシ

〔
地
区
別
)

我
孫
子
南
地
区
が
、
も
っ
と
も
高
い

車
田
5
%
で
反
対
す
る
人
々
を
抱
え

て
お
り
、
新
木
地
区
で
は
反
対
す
る
平

日
・
1
%
で
も
っ
と
も
低
く
、
開
発
を

許
容
す
る
車
も
も
っ
と
も
高
〈
回
・
6

%
で
す
。

〔
年
代
別
〕

年
代
別
で
は
、
開
発
に
対
し
て
抵
抗

の
度
合
が
強
い
の
は
印
代
で
、

mw
代
が

ある程度開発Lてよい 開発LてよL
59.9% 13.6% 

53.' 8.0 

60.2 9.6 

59.' 12.4 

66.6 9.7 

57.3 ~ 

我孫子北

;0 

木

我孫子南

天王台

溺

新

23.5 

16.6 

14.0 

11.1 

関尭Lてよい
花王%

55.7 

13.3 

6.9 

7.6 

63.1 

佐

い

%

よ

A

て

日

l
士
察
竺関一駿一る一

念
竺
代

代

代

代

0

8

8

0

 

2

3

4

5

 

L

司
裕
一
一
6
一
一
一
一

う
な
一
川
一
一
乱
一
一

Il--

行
で
一
地
一
一
I

一日

J

を
き
「
し

l

一
主
計

量
ベ
i

一一一

潤

[

「

止
に
抵
抗
の
度
合
が
高
い
が
、
許
容
す

る
人
の
平
で
は
一
番
高
い
と
い
う
特
徴

も
あ
り
ま
す
ロ

な
お
、
初
代
に
子
句
れ
る
分
布
状
況

が
全
体
の
分
布
に
も
っ
と
も
近
い
形
で

あ
る
の
も
見
の
が
せ
ま
せ
ん
。

〔
鞍
瞳
別
〕

開
発
に
抵
抗
す
る
車
の
高
い
の
は
、

農
漁
業
者
、
自
由
業
者
の
頗
で
す
。
他

は
い
ず
れ
も
差
異
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
商
工
サ
ー
ビ
ス
業
者
は
逆
に

「
開
発
し
て
よ
い
」
と
答
え
た
人
が
、

四
・
6
%
と
一
番
町
高
車
を
示
し
て
い

ま
す
。

6LB 

布13.2 

一

間

同

市

で

は

、

れ

世

紀

を

め

ざ

し

た

よ

り

一

良

い

「

街

づ

〈

り

」

を

し

て

い

き

た

い

と

一

考

え

て

い

ま

す

。

こ

の

街

づ

〈

り

に

つ

一

い

て

あ

な

た

は

ど

の

よ

う

に

考

え

ま

す

か

。

…

16.4 

住

み

よ

く

す

る

た

め

に

自

分

か

ら

進

ん

で

協

力

す

る

シ川町

m

u川
ナ

|

|

|

十

/

計

日

〔

地

区

別

〕

川

ワ
l
l」
|
|
|
」
図
布
佐
地
区
が
「
街
づ
く
り
」
に
最
も
酬

わ

ザ

干

ー

ワ

拍

車

的

な

反

応

を

示

し

て

い

ま

す

。

川

ん
い
ヰ

I
l
-
-
4
」
そ
(
「
進
ん
で
協
力
し
た
い
」
と
す
る
の
川

判

村

一

一

一

一

が

却

・

8

%

、

円

た

の

ま

れ

れ

ば

協

力

川

に

一

日

間

二

三

す

る

L

と
答
え
て
い
る
人
訂
-
品
川

淵

一

吉

二

三

と

な

っ

て

い

ま

す

。

酬

f

(

 

J

。
一
一
可
1
二

日

一

町

ま

た

、

同

じ

項

目

で

、

我

孫

子

商

地

川

す

!

〈
い
一
岬
品
川
二

i

l

一
い
区
で
は
や
や
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
他
川

す

た

で

自

た

「

一

一

な

)

や

し

一

」

一

が

引

の

凶

地

区

は

、

ほ

ほ

同

じ

よ

う

な

分

布

川

み

力

一

一

一

心

(

川

色

位

-

一

一

時

る

を

描

い

て

い

ま

す

。

川

:

J

u

 

骨

ι一
一

一

い

か

〔

年

代

別

〕

州

立

一

下

|

|

|

十

時

日

誌

が

ピ

l
ク
で
、
あ
と
は
、
年
代
剛

山れ伸一

j

一
和
い
い
が
若
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
積
極
さ
は
低
川

自
自

f

L

M
一
恥
下
し
、
年
代
主
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
川

一

芝

川

の

こ

れ

も

ま

た

協

力

度

は

低

下

し

て

い

ま

川

一

一

『

分

-

x

u

「

|

|

|

し

白

地

す

ロ

川

一
川

i

へ

川

ナ

シ

M

M

H

U

U

M

一
川H

 

一

わ

か

ら

な

い

ι

ι

一

1

t

l

L

一

H
 

↑

そ

の

他

1

1

一

U

L

-

-

一

川

一
自
分
の
住
ん
で
い
る
簡
に
一
2
一

l

一
4
一
I
一

9

一
9

一
叩

一
は
関
心
が
な
い
の
で
地
元
一
ι
一
1
一
ι
一
1
一
ι
一
1
一
叩

一

の

熱

心

な

人

に

ま

か

せ

る

一

一

一

一

一

一

一

川

一

自

分

か

九

は

進

ん

で

や

ら

一

0

7

0

一

3

一

7

7

一

川

一

を

い

が

、

た

の

ま

れ

れ

ば

1

L

I

ι

一

1

一

1

一

一

協

力

す

る

5

5

5

5

5

6

一

附

一

自

分

た

ち

の

街

を

住

み

や

%

8

0

5

3

8

一

川

-

す

〈

す

る

た

め

、

自

分

か

A

-

1

-

t

ι

一

川

一

ら

進

ん

で

協

力

し

た

い

田

2

↑

2

2

2

3

一

川

一

¥

¥

一

北

一

南

一

台

一

北

一

木

一

佐

一

川

一

¥

¥

一

子

一

子

一

一

一

一

一

一

一

山

一

、

、

、

一

6

許

可

一

疹

が

一

一

一

一

川

一

¥

¥

我

一

我

一

天

↑

湖

一

新

一

布

一

山

〔

職

揖

別

〕

ピ

ス

業

で

、

「

自

分

か

ら

進

ん

で

協

力

川

「
街
づ
く
り
」
に
も
っ
と
も
積
極
的
し
た
い
」
と
し
て
い
る
人
の
車
が
叫
酬

な
反
応
を
み
せ
て
い
る
の
が
商
工
サ
1
3
%
と
他
を
圧
し
て
い
ま
す
。
剛

一
腹
漁
業
者
と
主
婦
は
、
若
手
消
極
的
酬

で
「
た
の
ま
れ
れ
ば
協
力
す
る
」
と
い
州

う
人
々
で
、
か
ろ
う
じ
て
カ
パ
さ
れ
刷

て
い
ま
す
。

27 
% 

52.2 

... <16.6 

13.4 160 fi: 

70歳以上17 

l'間売を行うべき
職察| でな"，

塵換業 25.9%

自由主 23.3

商工サービス章 17.2

勤め人 17.3

主時 16.8

学生 19.9

無職 14.2

@
紙
爾
の
都
合
上
、
一
部
省
暗
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

詳
細
な
資
料
を
ご
希
望
の
方
は
、
秘

書
課
市
民
絹
談
係
ま
で
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

十
二
月
一
日
か
ら
別
凶
区
域
内
住
居

表
示
カ
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
当
該
区
域

内
住
所
内
表
わ
し
方
が
変
わ
り
ま
す
ロ

争
新
し
い
住
所
の
表
わ
し
方

新
町
名
街
区
符
号

(
例
)
我
孫
子
市
台
回
2
了
自
品
川
崎

v
h
h
?

住
居
番
号

机

W
川
判
明
新
し
い
住
所

叫
・
ー
の
表
わ
し
方
に

つ
い
て
は
、
先

に
各
世
帯
主
や

事
業
所
な
ど
に

通
知
し
ま
し
た

が
、
ま
だ
通
知

書
が
届
い
て
い

な
い
方
は
、
庶

務
課
住
居
表
示

係
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

(
庶
務
諜
)

自転車の防犯

口
区

会
地

登
ル

を
計

出

防

一

一
戸
一

船

一

。
が
-
4
H
 
'Iv-
ゐ
96

戸

て

-

始

W

B

E

E

し

H
H
Y

を

H
申
・
録
一

間
録
登
一

H
登
も
犯
た
一

一
防
な
一
、
也
町
-

A
『，
一只

十
月
十
一
日
(
日
)
船
戸
防
犯
モ
デ
ル

地
区
で
は
、
七
十
二
台
的
自
転
車
町
幼

犯
登
録
を
行
い
ま
し
た
。

防
犯
登
録
を
す
る
と
、
自
転
車
内
車

体
番
号
と
住
所
、
氏
名
が
警
察
に
登
鈷

さ
れ
る
の
で
、
万
…
盗
ま
れ
て
も
発
見

さ
れ
る
確
率
が
ぐ
っ
と
高
く
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
防
犯
裁
録
を
し
て
住
所

氏
名
を
車
体
に
記
入
す
る
こ
と
で
、
盗

も
う
と
い
う
気
持
ち
を
お
こ
さ
せ
な
い

と
い
う
効
果
も
あ
り
ま
す
。

自
転
車
内
防
犯
登
録
は
、
自
転
車
版

売
自
で
三
百
円
で
手
続
き
を
し
て
く
れ

ま
す
。
家
の
戸
締
り
の
総
点
積
と
合
わ

せ
て
、
自
転
車
の
盗
難
防
止
の
た
め
に

あ
な
た
の
自
転
車
も
防
犯
登
録
を
し
ま

し
ょ
う
ロ

196 

凡伺

Eコ酎".年I泊四時間
表者宅支持される区峻

r J斬町名
仁二2新可界

「
あ
の
一
一
件
が
・
に
あ
の
時
、
な

ぜ
車
合
運
転
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う

か
1
3
U
悔
や
ん
で
も
樺
や
み
切
れ
な

い
の
が
交
通
事
故
で
す
。

釜
本
年
始
は
、
忘
受
更
新
笠
宮
と

ど
ヲ
し
て
も
宿
歩
飲
む
機
会
が
多
く
な

り
ま
す
。
活
多
蘇
ん
だ
ら
、
車
内
運
転

は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

接
持
者
も
ご
注
意

発
打
者
の
事
故
で
一
番
多
い
の
が
、

e
飛
び
出
し
H

に
よ
る
事
訟
で
す
。
ま

た
、
高
交
通
霊
に
あ
う
ケ
i
ス

も
増
え
て
い
ま
す
。
明
る
い
色
の
服
装

を
着
用
す
る
な
ど
、
注
意
す
る
主
づ
に

し
ま
し
ょ
、
ヲ
。



抗日

く臨む錨
翼1-(ド

一
一
璽
八
か
月
間
指
健
燦
斡
W
嘩
純

一
歳
六
か
阿
円
前
品
輸
附
榔
暗
殺
w
凝
吾
、
攻
め

と
お
り
行
い
ま
す
の

V
持
参
す
る
も
の
母
手
幾
康
手
紙
、
ど

問
附
誇
票
(
記
入
も
れ
め
な
い
よ
う
〉

幽
風
穴
か
mn
発
機
康
診
査
尽
開
催

ち齢、Fびあ1:':. 1':)メ!

自

親

学

級

抗
眠
時
制
中
品
川
没
後
、
料
判
定
犯
の
生
理
市
南

魚
、
数
枕
附
叫
削
除
な
ど
に
つ
い
て
、
市
市
内

出
開
蛸
時
紛
が
日
常
生
活
の
然
体
的
な
抑
制
持
制

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
十
。

*
十
三
録
十
悶
{
木
〉
お
渡
的
経
過
-
妊

時附ル内総

ホ
+
二
丹
十
七
回
(
木
)
絞
問
問
中
的
削
除
帥
聞

と
栄
建
・
敵
対
術
品
ぬ

本
-
T
一
一
月
二
十
一
目
出
(
月
)

J

U

〈
浴
叶
責
務

.
時
乳
栄
養
・
赤
ち
ゃ
ん
の
夢
議

*
十
二
月
二
十
賜
日
制
{
本
〉
燦
仙
恨
め
開
問
日
略

.
予
防
げ
呼
の
お
h
M
つ

v
a時
午
前
九
時
三
ひ
分
か
ら
十
一

時
一
一
一
。
分
ま
で

V
場
所
商
工
会
館

wv
持
参
す
る
る
め
陽
子
総
綾
子
綬
お

よ
が
犠
総
線
開
仰
を
待
問
持
害
し
て
く
幻

ざ
い
“
こ
の
ほ
か
に
2
4
L
…
月
ト
u
M
N
M
パ

ス
タ
オ
ル
一
枚
‘
十
一
一
月
♂
…
ト
開
問
日
は

さ
ら
し
布
一
行
問
ひ
で
ぐ
ら
い
、
品
、

続
、
ハ
サ
ミ
¥
待
ち
針
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

麻
疹
〈
ほ
し
き
予
活
祭
穏

幼
児
内
縁
疹
〈
は
し
か
〉
千
件
附
機
械

を
、
次
的
附
臨
機
機
関
で
州
側
部
に
一
行
い
ま

す
。
州
同
吋
す
る
方
は
、
医
索
機
糊
聞
に
申

込
書
が
用
意
し
て
あ
り
ま
す
内
で
絞
機

申
し
込
ん
で
く
ど
忽
い
。

榔

間

関

教

護

育
児
に
つ
い
て
、
保
健
伺
糊
と
品
開
科
筒

井
忠
士
が
、
次
め
と
お
り
州
制
誠
を
お
受
け

し
ま
す
。

V
崩
寓
付
け
時
間
一
該
当
す
る
幼
児
以
明

白
刊
五
十
六
年
八
月
生
ま
れ
ザ
は
午
前
九

時
三
ひ
分
か
ら
関
十
ヤ
品
分
ま
で
@
赤
ち

ゃ
ん
除
機
者
一
汀
い
ま
す
。
該
点
一
一
件
の
幼

児
は
、
午
劫
間
十
時
か
ら
十
一
時
吋
況
の
分

ま
で
マ
持
品
世
す
る
る
の
母
子
慎
~
臨
晴
子
同
組

マ
お
蹴
酬
い
乳
児
師
時
診
は
、
母
子
銭
綾

子
核
問
別
冊
円
撫
料
券

機
関
槻
を
殺
げ
る
場
合
は
、
印
鐙
と
母

子
学
校
を
持
害
し
て
く
だ
き
い
a

V
時
鼠
血
一
一
す
る
幼
児
一
後
六
か
月
か
ら

一
一
一
銭
的
糊
偶
然
時
ま
で
の
幼
湾
該
当
者

以
外
的
人
同
M
m
協
定
外
と
し
て
や
特
料
と

な
り
ま
す
。

4

司
麻
疹
宇
紡
跡
前
端
憾
の
臨
時
療
機
関
側

田
川
、
九
i
十
ブ
か
H
付
制
剤
〉
を
利
用
の
う

え
、
際
療
機
関

r受
け
ま
し
ょ
う
句
ま

点
、
母
子
健
投
手
際
に
は
、
枇
時
蜘
問
状
況

を
よ
く
談
察
し
て
総
入
し
ま
し
ょ
う
。

ら
策
似
W
M
ぞ
れ
hfw
。

臼

M

M

カ

v
パ

役

務

て

、

笠

の

日

に

は

芳

し

か

し

包

掃

除

す

る

そ

取
材
を
申
し
込
む
と
ー
そ
ん
な
さ
ょ
を
ふ
を
片
付
ヮ
て
と
「
年
中
盤
ホ
メ
ペ
ま
ら
吸
い
が
ら
を
姶
て
て
い
く
人

、
つ
ぎ
ょ
う
し
く
さ
れ
る
と
各
ま
り
議
い
寸
う
ち
の
お
ヒ
い
ち
ゃ
ん
は
、
グ
/
も
い
て
寸
が
っ
か
り
し
と
い
こ
と
も

で
す
よ
。
ま
‘
淡
分
的
総
際
的
た
め
に
コ

r、
熱
が
お
て
滋
銚
か
ら
，
休
ん
だ
あ
っ
た
。

や
っ
て
い
る
よ
う
主
も
ん
で
す
」
忠
弘
引
い
ア
と
後
わ
れ
で
も
、
聞
か
な
い
で
草
前
線
味
は
野
本
幽
口
一
一
年
続
に
始
め

の
良
い
離
が
ほ
こ
ろ
よ
α

欽
ん
で
陣
内
聞
に
山
出
か
け
ち
ゃ
う
ん
と
す
た
ば
か
り
だ
が
、
持
ち
前
内

n
抗日心

一
年
を
お
し
て
、
抑
制
緩
持
ホ
に
訟
冬
、
ょ
い
と
奥
さ
ん
も
な
か
ば
あ
き
ら
め
た
さ
ω

で
、
か
な
り
的
隊
約
に
な
っ
た
。

一
時
間
削
減
く
か
け
て
門
即
時
附
す
る
ι

雨

的

機

LSβ

崎
市
引
は
ぜ
か
れ
に
任
せ
、
今
は
手
伝

・

詰

め

、

技

m

m

T

奴

い

に

間

闘

っ

て

る

ん

で

、

り

ま

な

ん

て

duy

紡
守
録
ん
で
い
る
聡
す
♂
凡
掃
を
書
い
て
い
る
と
心
が
判
明
ι

…抗

子
内
問
叫
締
約
滋
一
元
を
同
州
ま
す
2

総
し
て
い
た
が
、
い
伐
採
チ
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
。
駅

つ
の
ま
に
か
h

い
縄
問
問
。
ル
倒
的
世
常
化
と
と
も
に
も
広
い
即
机
叫
刑
政

埼
や
透
明
聞
が
一
日
も
尽
く
と
語
る
ご

ど
を
望
ん
で
い
る
と
い
う
坂
出
け
さ
ん

司島

ごこヱ駅前清掃15年一

域内誠ーさん(本釘)

十
五
杯
前
に
比
べ

る
と
、
釈
前
は
き
れ

い
に
な
っ
て
診
た
と

い
う
。
吋
掃
除
守
る

必
り
A

甘
い
を
な
く
す

よ
う
と
紡
も
あ
る
く

お
が
お
り
る
芋
滋
α

火
変
℃
す
ね
。

「
い
や
、
ひ
と
汗
か
い
E
気
持
い

い
℃
す
よ
六
十
九
哉
は
、
ま
す
ま

我孫子の野鳥

ミコアイサ
(ガン・カモ科)

ミ
ぷ
γ
イ
サ
丹
、
ミ
コ
は
、
山
材
結
獄

明
、
吋
カ
モ
と
ウ
的
関
門
ア
イ
サ
)
ふ
か

ら
、
そ
の
名
が
付
い
た
と
い
う
こ
と
?

す
a

俗
に
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
閥
次
的
問
市

議

密

談

芯
絞
め
仏
側
為
。
や
怒
形
外
U
竹
的
な
心
配

的
あ
晶
子
と
も
の
相
談
を
h
い
ま
す
q

va時
十
二
月
十
六
日
(
水
〉
、
午
後

一
時
か
あ
り
二
時
ま
で
後
付

V
楠
嚇
臨
m
鳩
山
開
帥
陣
所
(
官

O
限
七
一

六
七
γ

一
一
一
五
五
)

V
持
参
す
る
も
の
滋
チ
縁
地
明
子
出
細

川
は
閥
均
は
年
末
罷
整
の
月

郵
便
局
か
ら
の
お
加
知
ら
せ

骨
生
意
保
険
料
的
校
時
開

出
会
い
開
制
抑
保
険
の
ふ
弘
一
一
品
明
惑
は
窓
口
か

V
問
い
合
わ
せ
代
弁

f
郵州民日切

々
;
ル
ス
?
シ
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
、

E
八
開

tcc…

燃
で
は
、
新
た
に
怒
由
民
間
開
占
禁
」
選
定
…

し
ま
し
た
。
特
に
主
/
年
の
み
な
思
ん
…

に

五

奨

め

す

る

と

十

六

鈴

で

て

今

号

一

日

航

と
次
惨
と
に
分
汁
て
ど
紹
介
し
ま
す
。
一
作
品
川
?
日
開

w
'
D
7
t
l
j
r
 

*
吋
ア
ル
プ
ス
に
挑
ん
だ
人
び
と
」
ア
山
十
い
紛
れ
に
恥

w

コ
之
上

?
E

i
ノ
ル
ド
・
ラ
ン
樹
、
灘
ホ
チ
校
千
然
、
一

Y
日
川
丸
桁

絞
樹
投
紘
一
2
1
i
ハ
a
r
I
ポ
抑
制
酎
割
問
↑
ん
明
誌
に

e

"
き
け
料
か
附
料

世串
h

弁

k
Uさ
し
去
、
叫
判
期
社
一
本
二
一
皆
に
苧

、
い
!
キ
丹

波
人
私
の
好
き
な
譲
渡
L
俊
和
政
均
一
郎
…
れ
き

f
労

者
、
議
談
役
*
吋
滋
を
帥
帯
一
え
た
安
二
時
ワ
ヤ
叫

ち
恥
絞
殺
怒
門
、
線
路
H
U
*
「
男
に
一
れ
机
内
刊

と
っ
て
闘
関
黙
と
は
何
品
M
L
u
m
笠
長
持
一
知
刊
一
札
制

梢
出
版
社
本
『
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
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